
令和2年3月18日

厚生労働大臣 殿

機関名 東京女子医科大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 丸 義朗

次の職員の令和元年度犀生労働行政推進調査事業費の調査研究における、 倫理審査状況及び釆

管理については以下のとおりです。

1. 研究事業名

2. 研究課題名

3. 研究者名

4. 倫理審査の状況

免疫 ・ アレルギ ー疾患政策研究事業

我が国の関節リウマチ診療の標準化に関する臨床疫学研究

（所屈部局・職名） 医学部 ・教授

（氏名 ・ フリガナ） 針谷 正祥 ・ ハリガイ マサヨシ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入 (※1) 

有 無 審査済み 審査した機関 未審壺(※2)

ヒトゲノム ・ 遺伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． 口 口

遺伝了治療等臨床研究に関する指壼 I 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) ． 口 ． 東京女子医科大学 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
等の実施に関する基本指針

． 口 亡l

その他 、 該当する倫理指針があれば記入すること
（指針の名称： ） 

． 口 こ
(※!) 当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェックし

一部若しくは全部の審査が完了していない場合は 、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2) 未審査に場合は 、 その理由を記載すること。
(※3) 廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は 、 当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 ー］受講 ■ 未受講□

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由 ： 

当研究機関におけるCOi委員会設置の有無 有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由

当研究に係るCOIについての指溝・管理の有無 有 □ 無 ■ （有の場合はその内容 ： 

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。
・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣殿

令和よ年 3 月cf I日

機関名 京都大学

所属研究機関長 職 名 医学研究科長

氏 名 岩井 一宏！

次の職員の令和元年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の

管理については以下のとおりです。

1. 研究事業名 免疫・アレルギー疾患政策研究事業

2. 研究課題名 我が国の関節リウマチ診療の標準化に関する臨床「学研究 (H 3 0 ー免疫ー指定ー 0 0 2)

3. 研究者名 （所属部局・職名） 大学院医学研究科・准教授

（氏名・フリガナ） 伊藤 宣・イトウ ヒロム

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無‘‘ 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム ・遺伝子解析研究に関する倫理指針 D ． 仁］ 口

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 D ． □ D 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ． 口 仁l

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
口 ． 口 口

等の実施に関する基本指針

その他、 該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※ I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※ 2)末審査に場合は、 その理由を記載すること。
(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、 当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I 研究倫理教育の受講状況 1 受講 ■ 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 □ 無 ■ （有の場合はその内容 ・

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣 殿

理については以下のとおりです。

機関名

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 北川

1. 研究事業名 免疫・ アレルギー疾患政策研究事業

2. 研究課題名 我が国の関節リウマチ診療の標準化に関する臨床疫星研究

3. 研究者名 （所属部局・職名）医学部・教授

（氏名・ フリガナ）井上 永介・ イノウエ エイスケ

4. 倫理審査の状況

2 0 2 0年3 月 3 1日

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・追伝子解析研究に関する倫理指針 口 0 口 D 

遣伝子治療等臨床研究に関する指針 □ 0 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 0 D D 

厚生労慟省の所管する実施機関における動物実験
口 121 D D 

等の実施に関する基本指針
その他、 該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 IZI D D 

(※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んーでいる場合は、 「審査済み」にヂェッ
クし 一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、 その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や 「 臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、 当該項目に記入すること e

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無

当研究に係るCO! についての指功・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

受講乙 未受講口

有と 無 □ （無の場合はその理由：

有口 無 □ （無の場合は委託先機関．

有乙 無 □ （無の場合はその理由：

有 □ 無0(有の場合はその内容：

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣殿

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

令和2年3月3 1日

次の職員の令和元年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の

管理については以下のとおりです。

1. 研究事業名 免疫 ・ アレルギー疾患政策研究事業

2. 研究課題名 我が国の関役
K

リウマチ診療の標準ヒに関する臨床疫学研究(H 3 0ー免疫ー指定ー0 0 2)

3. 研究者名 （所属部局 ・ 職名）医学部・准教授

（氏名・ フリガナ） 金子祐子・カネコ ユ加

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・迫伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． 口 口

迪伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) ． 口 ． 鹿應義塾大学医学部 □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験等
D 

の実施に関する基本指針
． 口 口

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称・ ） 
口 ． 口 口

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）
(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は 、 当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講■ 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOI委員会設饉の有無

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無

当研究に係るCOiについての指埠・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチュックを入れること。
・分担研究者の所屈する機関の長も作成するごと。

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由・

有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

有 ■ 無口（無の場合はその理由．

有 □ 無 ■ （有の場合はその内容

） 

） 

） 

） 



令和2年3月2日

厚生労働大臣殿

機関名 京都府公立大学法人
京都府立医科大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 竹中 洋

次の職員の令和元年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、 倫理審査状況及

管理については以下のとおりです。

1. 研究事業名 免疫・アレルギー疾患政策研究事業

2. 研究課題名 我が国の関節リウマチ診療の標準化に関する臨床疫学研究

3. 研究者名 （所属部局・職名） 医学研究科・准教授

（氏名・ フリガナ）

4. 倫理審査の状況

川人 豊（カワヒト ュタカ）

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・造伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． 口 D 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ． D □ 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 口等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 D 

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり避守すべき倫理指針に関ずる倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一 部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に楊合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講■ 未受講D

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

当研究に係るCOiについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由・

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ （有の場合はその内容：

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。
・分担研究者の所屈する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣殿

令和 2 年 3 月3/日

機関名

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名

次の職員の令和元年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、倫理審査 ‘

管理については以下のとおりです。

1. 研究事業名 免疫・アレルギー疾患政策研究事業

の

2. 研究課題名 我が の関節リウマチ診療の梗準ヒに対する臨床 邑研究(H 3 0 ー 免「ー秤定ー002

3. 研究者名 （所属部局・職名）

（氏名・フリガナ）

4. 倫理審査の状況

医学部 准教授

岸本 暢将 ・ キシモト ミツマサ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． 口 口

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ． 口 D 
厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ■ 口 口
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 • 口 口

(※ 1)当該研究者が当9亥研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 r未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※ 3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講 ■ 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOiの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

有● 無□（無の場合はその理由：

有● 無□（無の場合は委託先機関：

有 ■ 無□（無の楊合はその理由：

有□ 無 ■ （有の場合はその内容：

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



令和2年3月 2日

厚生労働大臣殿

機関名 京都府公立大学法人
京都府立医科大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 竹中 洋

次の職員の令和元年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、 倫理審査状況及び―

管理については以下のとおりです。

1. 研究事業名 免疫・アレルギー疾患政策研究事業

2. 研究課題名 我が国の関節リウマチ診療の標準化に関する臨床疫学研究

3. 研究者名 （所属部局・職名） 医学研究科・講師

（氏名・ フリガナ）

4. 倫理審査の状況

河野 正孝（コウノ マサタカ）

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 D ． 口 口

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口
等の実施に関する基本指針

． 口 口

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 口 ． 口 口

(※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審鉦済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
― 

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講■ 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関における COI の管理に関する規定の策定

当研究機関における COI 委員会設置の有無

当研究に係る COI についての報告・審査の有無

当研究に係る COI についての指導・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由・

有 □ 無 ■ （有の場合はその内容：

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



令和2年3月5日

厚生労働大臣殿

機関名 名古屋＊学

所属研究機関長 職 名 大学院医学系研

氏 名 門松健:

次の職員の令和元年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、倫理審査状況及び莉

管理については以下のとおりです。

1. 研究事業名 免疫・アレルギー疾患政策研究事業

2. 研究課題名 我が、の関節リウマチ診療の標準ヒに関する臨床「学研究(H 3 0 ー 免r—指定ー0 0 2) 

3. 研究者名 （戸属部局・職名）名古屋大学大学院医学系研究科 リ マチ学 ］教授

（氏名・フリガナ） 小嶋俊久 コジマトシヒサ

4. 倫理審査の状況

”c-

守相斥等0

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 細ヽヽヽ 審査済み 審査した機関 末審査(※2)

ヒトゲノム・造伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． 口 口

追伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ． 仁l 口
厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 口等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 口 ． 口 □ 

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫埋指針に関する倫埋委只会の審杏が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは仝部の審査が完（していない場合は、「木審査Jにチェックすることc

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、その理由を記栽すること c

(※3)廃止りりの「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。
5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講 ■ 末受講 □

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ （無の楊合はその理由： ） 

当研究機関におけるCO! 委員会設置の有無 有 ■ 無 □ （無の楊合は委託先槻関： ） 

当研究に係るCO! についての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由： ） 

当研究に係るCOIについての指溝・管理の有無 有 □ 無 ■ （有の楊合はその内容： ） 

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。
・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和咋 dJ=l d/日

厚生労働大臣殿

機関名
国立研究開発法人

所属研究機関長 職 名 国立長寿医療研究
理事長荒井

氏 名

次の職員の令和元年度厚生労働行政推進調査事業四の調査研究における、 倫理審査状況及び利益相反等の

管理については以下のとおりです。

1. 研究事業名 免疫・アレルギー疾患政策研究事業

2. 研究課題名 我が国の関節リウマチ診療の標準化に関する臨床疫学研究(H 3 0ー免疫ー指定ー0 0 2)

3. 研究者名 （所屈部局・職名）老年学・社会科学研究センタ ー フレイル研究部長

（氏名・フリガナ） 小嶋 雅代 コジマ マサヨ

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※!)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・追伝子解析研究に関する倫理指針 口 0 口 口

迫伝子治療等臨床研究に関する指針 口 0 口 D 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 0 口 口

厚生労働省の所管する実施機閑における動物実験
D 区 口 D 

等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 口 12! D 口

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は 、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)末審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講口 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCORの管理に関する規定の策定 有口 無 □ （無の場合はその理由

当研究機関におけるCOi委員会設僻の有無 有口 無 □ （無の場合は委託先機関・

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有と 無 □ （無の場合はその理由・

） 

） 

） 

当研究に係るCOiについての指導・管理の有無 有 □ 無0(有の場合はその内容 ） 

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。
・分担研究者の所屈する機関の長も作成すること。



厚生労働大臣 殿

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

2020年 4月 1日

次の職員の平成3 1年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。

1. 研究事業名 難治性疾患等政策研究事業（免疫アレルギー疾患等政策研究事業（免疫アレルギー疾患政

策研究分野））

2. 研究課題名 我が国の関節リウマチ診療の梗準化に関する臨床疫学研究(H 3 0ー免疫ー指定ー00 2)

3. 研究者名 （所属部局・職名）

（氏名・ フリガナ）

4. 倫理審査の状況

医学部・非常勤医師・臨床教授

齋藤和義・サイトウカズヨシ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・追伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． 口 口

辿伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) ． 口 ． 産業医科大学 倫理委員会 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 口
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 口 ． D 口

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は 、 「審査済み」にチェッ
クし 一部若しくは全部の審査が完了していない場合は 、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は 、 その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は 、 当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講 ■ 未受溝口

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無

当研究に係るCORについての指苺・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由

有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関・

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 □ 無 ■ （有の場合はその内容：

・分担研究者の所属する機関の長も作成するごと。

） 

） 

） 

） 



令和2年3月14 13 

厚生労働大臣 殿

機関名 東京女子医科大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 丸 義朗

次の職員の令和元年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、 倫理審査状況及び利

管理については以下のとおりです。

1. 研究事業名

2. 研究課題名

3. 研究者名

4. 倫理審査の状況

免疫・アレルギー疾患政策研究事業

我が国の関節リウマチ診療の標準化に関する臨床疫学研究

（所属部局・職名） 医学部 • 特任助教

（氏名 ・ フリガナ） 酒井 良＋ ・ サカイ リョウコ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入 (※1) 

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． 口 口

遺伝＋治療等臨床研究に関する指針 口 ■ ロ D 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) ． 口 ． 東京女子医科大学 口

庫生労働省の所管する実施機関における動物実験
D 

等の実施に関する基本指針
． 口 口

その他、該当する倫理指針があれば記入すること
ロ

（指針の名称： ） 
． ロ ロ

(※1) 当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に閾する倫理委員会の審査が済んでいる場合は 、 「審査済み」にチェックし
一部若しくは全部の審査が完了していない場合は 、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2) 未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3) 廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は 、 当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受溝■ 未受講□

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有■ 無 □ （無の楊合はその理由

当研究機関におけるCOI委員会設院の有無 有■ 無 □ （無の蝙合は委託先機関：

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有■ 無 □ （無の場合はその理由 ： 

当研究に係るCOiについての指郡・管理の有無 有 □ 無■ （有の場合はその内容

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。
・分担研究者の所屁する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



令和 2 年 3 月 3 1 日

厚生労働大臣殿

機関名

所属研究機関長 職 名 学 長

氏 名 吉 澤 靖

国 ＾

 

次の職員の令和元年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、倫理審査状況

理については以下のとおりです。

1. 研究事業名 免疫・アレルギー疾患政策研究事業

2. 研究課題名 我が国の関節リウマチ診療の標準化に関する臨床疫学研究

3. 研究者名 （所属部局・職名） 大学院医歯学総合研究科• 寄附講座准教授

（氏名・フリガナ） 杉原 毅彦 （スギハラタカヒコ）

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・追伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． D 口

迎伝子治病等臨床研究に関する指針 D ． 「l ロ

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) D ． 口 口

厚生労慟省の所管する実施機関における動物実験
□ • 口 口等の実施に関する基本指針

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 仁］ ． 口 D 

(※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は 、 「審査済み」にチェッ
クし 一部若しくは全部の審査が完了していない場合は 、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は 、 その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講■ 未受講D

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無□（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるCOI委員会設憫の有無 有 ■ 無□（無の場合は委託先機関： ） 

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 ■ 無□（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 有□ 無 ■ （有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。
・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



厚生労働大臣 殿
2020年2月28日

機関名 東海大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 山田 清志

次の職員の令和元年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、倫理審査状況笈

理については以下のとおりです。

で 巨

l . 研究事業名

2. 研究課題名

免疫・アレルギー疾患政策研究事業

我が国の関節リウマチ診療の標準化に関する臨床疫学研究

3. 研究者名 （所属部局・職名）

（氏名・フリガナ）

4. 倫理審査の状況

医学部• 特任教授

鈴木 康夫（スズキ ヤスオ）

左記で該当がある場合のみ記入(※I)
該当性の有無

未審査（※
有 無 審査済み 審査した機関

2) 

ヒトゲノム・迫伝子解析研究に閑する倫理指針 □ ． 口 口

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ■ 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) ． 口 ． 東海大学 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
D • 口 口

等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称． ）
口 ． 口 口

(※l)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし 一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講 ■ 未受講 □

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOiの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるCOi委員会設置の有無 有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関・ ） 

当研究に係るCO[についての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由． ） 

当研究に係るCOiについての指導・管理の有無 有 □ 無● （有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ．該当する0にチェックを入れること。
・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和2年3月14日

厚生労働大臣 殿

機関名 東京女子医科大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 丸 義朗

次の職員の令和元年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、 倫理審査状況及び禾

管理については以下のとおりです。

1. 研究事業名

2. 研究課題名

3. 研究者名

4. 倫理審査の状況

免疫・アレルギー疾患政策研究事業

我が国の関節リウマチ診療の標準化に関する臨床疫学研究

（所属部局・職名） 医学部・准教授

（氏名・ フリガナ） 瀬戸 洋平 ・ セト ヨウヘイ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入 (※ 1) 

有 無 審森済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． ［コ D 

速伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
口 ． 口

その他、 該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口

(※ 1) 当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すぺき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェックし
一部若しくは全部の審査が完了していない場合は 、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3) 廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に閑する倫理指針」に準拠する場合は 、 当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I 研究倫理教育の受講状況 1 受講 ■ 未受講□

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ （無の楊合はその理由

当研究機閑におけるCOI委員会設置の有無 有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由

当研究に係るCO! についての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ （有の場合はその内容

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。
・分担研究者の所屈する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



令和2年3月18日

厚生労働大臣 殿

機関名 東京女子医科大学

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 丸 義朗

次の職員の令和元年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、 倫理審査状況及び利

ついては以下のとおりです。

l. 研究事業名

2. 研究課題名

3. 研究者名

4. 倫理審査の状況

免疫・アレルギ ー疾患政策研究分野

我が国の関節リウマチ診療の標準化に関する臨床疫学研究

（所属部局・職名） 医学部・准教授

（氏名・ フリガナ） 田中 栄一 ・ タナカ エイイチ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入 (※1) 

有 無 審査済み 審査した機関 末審査(※2)

ヒトゲノム ・ 遺伝子解析研究に関する倫理指針 D ■ ロ ロ

追伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験

等の実施に関する基本指針
口 ． 口 口

その他、 該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称：
口 ． 口 D 

(※I) 当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委貝会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェックし

一部若しくは全部の審査が完了していない場合は 、 「未審査」にチェックするごと。

その他（特記事項）

(※2) 未審査に場合は、 その理由を記載すること。

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針Jに準拠する場合は 、 当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I 研究倫理教育の受講状況 1 受講■ 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOiの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由 ： 

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ （有の場合はその内容 ： 

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

・分担研究者の所屈する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣殿

令和 2年 3月 I 7日

機関名 京都大学

所属研究機関長 職 名 医学研究科長

氏 名 岩井 一 宏

次の職員の令和元年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、 倫理審査状況及び利益相反等の

管理については以下のとおりです。

1 . 研究事業名 免疫・ アレルギ ー疾患政策研究事業

2. 研究課題名 我が国の関節リウマチ診療の標準化に関する臨床疫学研究 CH 3 O ー 免疫ー指定ー 0 0 2) 

3. 研究者名 （所属部局・職名） リウマチ性疾患先進医療学講座•特定准教授

（氏名・ フリガナ） 田中真生・ タナカマサオ

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム ・ 遺伝子解析研究に関する倫理指針 □ 121 D D 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 口 '2l 口 D 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 12! 口 0 京都大学医の倫理委員会 仁l

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
口

等の実施に関する基本指針
0 口 口

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 区 口 口

． 

(※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は 、 「審査済み」にチェッ
クし一 部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、 ーその理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講口 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関における COI の管理に関する規定の策定

当研究機関における COI 委員会設岡の有無

当研究に係る COI についての報告・審査の有無

当研究に係る COI についての指導・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること．

有8 無 □ （無の場合はその理由：

有乙 無 □ （無の場合は委託先機関：

有口 無 □ （無の場合はその理由：

有 □ 無0(有の場合はその内容：

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣殿

令和2年3月9日

機関名

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名

次の職員の令和元年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、 倫理審査状況及Uぼl

管理については以下のとおりです。

1. 研究事業名 免疫・アレルギー疾患政策研究事業

2. 研究課題名 我が国の関節リウマチ診療の標準化に関する臨床疫邑研70 (H 3 0 ー 免炉 ー 指定ー 0 0 2)

3. 研究者名 （所属部局・職名） 医学部附属病院・教授

（氏名・フリガナ） 中島亜矢子・ナカジマアヤコ

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 ’細‘’‘‘ 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 ロ ． ロ ロ

迫伝f治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ■ D ロ

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
D ． D 口

等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 D 

(※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講■ 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOI委員会設證の有無

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 ■ 無口（無の場合は委託先機関：

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 □ 無 ■ （有の場合はその内容：

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣 殿

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

2020年 4月 1日

次の職員の平成3 1年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の管理につ

いては以下のとおりです。

1 . 研究事業名 難治性疾患等政策研究事業（免疫アレルギー疾患等政策研究事業（免疫アレルギー疾患政

策研究分野））

2. 研究課題名 我が国の関節リウマチ診療の標準化に関する臨床疫学研究(H 3 0ー免疫ー指定ー00 2)

3. 研究者名 （所屈部局・職名）

（氏名・ フリガナ）

4. 倫理審査の状況

医学部・講師

中野和久・ナカノカズヒサ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※ I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・迫伝子解析研究に関する倫理指針 D ． 口 □ 

追伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※ 3) ． D ． 産業医科大学 倫理委員会 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 口等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 口 ． 口 □ 

(※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)末審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に閑する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講■ 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOi委員会設個の有無

当研究に係るCOIについての報告· 審査の有無

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由・

有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関・

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 □ 無 ■ （有の場合はその内容：

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



令和 2 年 3 月 1 3 日

厚生労働大臣殿

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

次の職員の令和元年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、 倫理審査状況及び利益相反等の

管理については以下のとおりです。

1. 研究事業名 免疫・アレルギー疾患政策研究事業

2. 研究課題名 我が国の関節リウマチ診療の標準化に関する臨床秤学研究 (H 3 0 ー 免f—指定ー 0 0 2)

3. 研究者名 （所属部局・職名） 大学院医学研究科・教授

（氏名・ フリガナ） 中山健夫・ナカヤマタケオ

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム ・ 遺伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． 口 D 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
口 ． 口 口

等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
D ． 口 口

(※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は 、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は 、 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は 、 当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講 ■ 未受講 □

6. 利益相反の管理

当研究機関における COI の管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

当研究機関における COI 委員会設置の有無 有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

当研究に係る COI についての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

） 

） 

） 

当研究に係る COI についての指返 ・ 管理の有無 有 □ 無 ■ （有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。
・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和 2年 4月 1日

厚生労働大臣 殿

機関名

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名

次の職員の令和元年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、 倫理審禾T

管理については以下のとおりです。

1. 研究事業名 免疫・アレルギー疾患政策研究事業

2. 研究課題名 我が国の関節リウマチ診療の標t化に する臨床疫邑研究 (H 3 0 ー免疫ー指定ー 0 0 2)

3. 研究者名 （所属部局・職名）

（氏名・ フリガナ）

4. 倫理審査の状況

大学院医歯薬学総合研究科・准教授

西田 圭一郎・ニシダ ケイイチロウ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※1)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム ・ 遣伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． ゜ 口

追伝子治療等臨床研究に関する指針 仁l ． n D 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ． D 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
口 ． 口 口

等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 D 

(※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講■ 未受講ロ

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

当研究機関におけるCOR委員会設潰の有無 有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

当研究に係るCOIについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ （有の場合はその内容：

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。
・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣殿

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

令和 2年 3月 13日

国立大学法人

学長

越智 光夫

次の職員の令和元年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、 倫理審査状況及

管理については以下のとおりです。

1. 研究事業名 免疫・アレルギ ー疾患政策研究事業

2. 研究課題名 我が の関節リウマチ診療の梗準ヒに月する臨床 学研究 (H 3 0 ー 免r —指定ー 002

3. 研究者名 （匝属部局・職名）

（氏名・ フリガナ）

4. 倫理審査の状況

広島大学病院・講師

平田 信太郎＿・ヒラタ シンタロウ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． 口 D 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 D 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 D 
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし 一 部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「末審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講■ 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOiの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無

当研究に係るCOIについての指導· 管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

有● 無 □ （無の場合はその理由：

有● 無 □ （無の場合は委託先機関：

有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

有 □ 無 ■ （有の場合はその内容：

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



令和2年 3 月(3日

厚生労働大臣殿

機関名

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名 宮下 和久

次の職員の令和元年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、 倫理審査状t}

管理については以下のとおりです。

1 . 研究事業名 免疫・ アレルギー疾患政策研究事業

2. 研究課題名 我が国の関節リウマチ診療の標準化に ·する臨床疫学研究 (H 3 0 ー免疫ー指定ー 0 0 2)

3. 研究者名 （所属部局・職名） 医学部リウマチ・膠原病科学講座 ・ 教授

（氏名 ・ フリガナ） 藤井 隆夫・ フジイ タカオ

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム ・ 追伝子解析研究に関する倫理指針 D ■ ロ D 

追伝子治療等臨床研究に関する指針 D ■ D u 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) ． 口 ． 和歌山県立i:K科大学伯理吝介委凶会

厚生労慟省の所管する実施機関における動物実験
口

等の実施に関する基本指針
． 口 D 

その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
D ■ D ロ

(※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は ． 「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は 、 その理由を記載すること。
一

(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、 当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

円究倫理教育の受講状況 1受講■ 未受溝口

6. 利益相反の管理

当研究機関における COi の管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

当研究機関における COT 委員会設骰の有無 有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

当研究に係る COI についての報告 ・ 審査の有無 有● 無 □ （無の場合はその理由：

当研究に係る COI についての指導 ・ 管理の有無 有 □ 無 ■ （有の場合はその内容：

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。
・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



令和ょ年3月:3 (日

厚生労働大臣殿

機関名

所属研究機関長 職 名

氏 名

A-1R•�

学 長

次の職員の令和元年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、倫理審査状 ‘

管理については以下のとおりです。

1. 研究事業名 免疫・アレルギ ー疾患政策研究事業

w''U U\,tlJ如HI-JJ\I.寺U

2. 研究課題名 我が国の関節リウマチ診療の標準化に関する臨床疫学研穴 (H 3 0 ー 免疫 ー 指定 ー 0 0 2) 

3. 研究者名 （所属部局・職名）

（氏名・フリガナ）

4. 倫理審査の状況

医学部

松下 功

特任教授

マッシタ イサオ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 口 • D D 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． し］ 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 D 等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
D ． D D 

(※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる楊合は 、 「審査済み」にチェシ
クし一 部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の 「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不在行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講■ 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

当研究機関におけるCOi委員会設四の有無 有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

） 

） 

） 

当研究に係るCOiについての指導・管理の有無 有D 無 ■ （有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。
・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



厚生労働大臣殿

令和 元年12月27日

機関名国立大学法人富山大学

所属研究機関長 職 名 国立大学法人富山大学

氏 名 齋 藤

次の職員の令和元年度厚生労働科学研究費の調査研究における、倫理審査状況及び利益相反等の,,,,

ては以下のとおりです。

1. 研究事業名 免疫・アレルギ ー疾患政策研究事業

2. 研究課題名 我が国の関節リウマチ診療の標準化に関する臨床疫学研究 (H 3 0 ー 免疫 ー 指定 ー 0 0 2) 

3. 研究者名 （所属部局・職名）学術研究部医学系・准教授

（氏名・ フリガナ）松ド 功・マッシタ イサオ

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・迫伝子解析研究に関する倫理指針 ロ 0 口 口

迫伝子治療等臨床研究に関する指針 口 0 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 0 口 D 

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 0 口 口等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 0 口 口

-(※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、 「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は 、 「 未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、 その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講乙 未受溝口

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無

当研究に係るCOiについての報告・審査の有無

当研究に係るCOiについての指導・管理の有無

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。

有乙 無 □ （無の場合はその理由 ・

有と 無 □ （無の場合は委託先機関：

有と 無 □ （無の場合はその理由：

有と 無 □ （有の場合はその内容：

・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



厚生労働大臣殿

令和 2 年 3 月 31 日

機関名 国立研究開発法人
国立成育医療研究

所属研究機関長 職 名 理事長

氏 名

次の職員の令和元年度厚生労働行政推進調査事業野の調査研究における、 倫理審査状況及び利益相反等の

管理については以下のとおりです。

1. 研究事業名 免疫・アレルギ ー疾患政策研究事業

2. 研究課題名 我が国の関節リウマチ診療の標準化に関する臨床疫学研究(H 3 0 ー 免疫ー指定 ー 0 0 2) 

3. 研究者名 （所屈部局・職名）周産期・母性診療センタ ー 主任副周産期・母性診療センタ ー長

（氏名・ フリガナ）

4. 倫理審査の状況

村島 温子・ムラシマアッコ

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・造伝子解析研究に院する倫理指針 仁l ． □ □ 

遺伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ■ D ロ

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 口
等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称 ． ） 
口 ■ 口 D 

(※1)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指 針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし 一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理非旨針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受請状況 1受諧■ 未受講□

6. 利益相反の管理

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有● 無口（無の場合はその理由．

当研究機関におけるCOi委員会設置の有無 有 ■ 無 □ （無の場合は委託先機関：

当研究に係るCOIについての報告・審査の有無 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由：

当研究に係るCOTについての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ （有の場合はその内容．

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。
・分担研究者の所屈する機関の長も作成すること。

） 

） 

） 

） 



令和 2年 3月 31日

厚生労働大臣殿

機関名

所属研究機関長 職 名 学長

氏 名

次の職員の令和元年度厚生労働行政推進調査事業喪の調査研究における、 倫理

管理については以下のとおりです。

1. 研究事業名 免疫・ アレルギ ー 疾患政策研究事業

2. 研究課題名 我が国の関節リウマチ診療の標準化に関する臨床疫学研究 CH 3 O ー 免疫 ー 指定 ー 0 0 2) 

3. 研究者名 （所属部局・職名）大学院医学研究科・准教授

（氏名・ フリガナ）森信 暁雄・モリノブ アキオ

4. 倫理審査の状況

国

田

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 細‘’‘‘ 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 ロ ． D 口

追伝子治療等臨床研究に関する指針 口 ． 口 口

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ． 口 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験
口 ． D D 

等の実施に関する基本指針
その他、該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ）
□ ． 口 口

(※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、 「 未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

-(※2)末審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

I研究倫理教育の受講状況 1受講 ■ 未受講口

6. 利益相反の管理

当研究機関における COI の管理に関する規定の策定 有 ■ 無 □ （無の場合はその理由： ） 

当研究機関における COI 委員会設囮の有無 有 ■ 無口（無の場合は委託先機関： ） 

当研究に係る COI についての報告・審査の有無 有 ■ 無口（無の場合はその理由： ） 

当研究に係る COI についての指導・管理の有無 有 □ 無 ■ （有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。
・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。



令和 2 年 3 月 3 1 日

厚生労働大臣殿

機関名

所属研究機関長 職 名 学 長

氏 名 吉 澤 靖

匡

次の職員の令和元年度厚生労働行政推進調査事業費の調査研究における、倫理審査状況

理については以下のとおりです。

1. 研究事業名 免疫・アレルギー疾患政策研究事業

2. 研究課題名 我が国の関節リウマチ診療の標準化に関する臨床疫学研究

に

3. 研究者名 （所属部局・職名） 大凸院医歯学総合研究科• 寄附講座教授

（氏名・ フリガナ） 森 雅亮 （モリマサアキ）

4. 倫理審査の状況

該当性の有無 左記で該当がある場合のみ記入(※I)

有 無 審査済み 審査した機関 未審査(※2)

ヒトゲノム ・ 追伝子解析研究に関する倫理指針 口 ． D 口

追伝子治療等臨床研究に関する指針 D ． 口 コ

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針(※3) 口 ． D 口

厚生労働省の所管する実施機関における動物実験 口 ． 口 口
等の実施に関する基本指針
その他、 該当する倫理指針があれば記入すること

（指針の名称： ） 
口 ． 口 口

(※I)当該研究者が当該研究を実施するに当たり遵守すべき倫理指針に関する倫理委員会の審査が済んでいる場合は、「審査済み」にチェッ
クし一部若しくは全部の審査が完了していない場合は、「未審査」にチェックすること。

その他（特記事項）

(※2)未審査に場合は、その理由を記載すること。
(※3)廃止前の「疫学研究に関する倫理指針」や「臨床研究に関する倫理指針」に準拠する場合は、当該項目に記入すること。

5. 厚生労働分野の研究活動における不正行為への対応について

研究倫理教育の受講状況

6. 利益相反の管理

受講■ 未受講□

当研究機関におけるCOIの管理に関する規定の策定 有 ■ 無□（無の場合はその理由： ） 

当研究機関におけるCOI委員会設置の有無 有 ■ 無□（無の場合は委託先機関： ） 

当研究に係るCOiについての報告 ・ 審査の有無 有 ■ 無□（無の場合はその理由： ） 

当研究に係るCO! についての指導・管理の有無 有□ 無 ■ （有の場合はその内容： ） 

（留意事項） ．該当する口にチェックを入れること。
・分担研究者の所属する機関の長も作成すること。
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